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特定非営利活動法人せんだい・みやぎNPOセンター ニューズレター「みんみん」 

第24回通常総会が終了しました              代表理事 渡 邉 一 馬  

題字 谷川俊太郎さん 

  当センターの第24回通常総会を6月18日、トーク

ネットホール仙台（仙台市民会館）にて開催いたし

ました。昨年に続き会場とオンラインのハイブリッ

ドで行い、当日は正会員57名中、出席15名、委任状

25名、書面表決1名、合計41名と、定款第22条に定

める定足数を満たし、総会は成立しました。 

  今回は、新しい中期計画を含め、4つの議案につ

いて審議・決定することができました。特に新中期

計画は職員と約1年かけて構築したものであり、承

認いただき正直ホッといたしました。中期計画で

謳った、まち全体が「やりたいことをできる」場所

にするため、課題の見える化と市民の参加を促す仕

組みづくりを推進していきます。もちろん、現時点

では絵に描いた餅です。美味しい餅になるように、

理事・職員が力を合わせてペッタンペッタンやって

いきます。 

  なお、その後の臨時理事会にて、引き続き私が代

表理事、高橋由佳さん、原亮さんが副代表理事、そ

して、青木ユカリさんが常務理事・事務局長として

再任されました。また、理事の大橋雄介さん(特定

非営利活動法人アスイク代表理事)は任期満了で退

任されました。大橋さん、これまで支えていただき

ありがとうございました！会員の皆さん、引き続き

よろしくお願いいたします！   

  

  NPOはもちろん、最近では社団や株式会社でも協働・共創を推進していま

す。予測困難な時代に一人や一つの組織より、お互いに手を取り合ったほうが

安心ではないでしょうか。しかし、コロナ禍により気軽な交流は減少していま

す。「せんだい・みやぎソーシャルハブ」は出会いの場づくりをしながら、そ

れぞれが感じている課題の共有と解決の検討を目的としています。 

  5月からは「住まいの支援」をテーマに情報交換会を開催。誰もが安心して

住居を持てるために各々ができることは？ NPOや住宅管理会社から支援と課題

を聞いています。 

  9月25日には仙台市市民活動サポートセンターで中間報告会を開催します。

地元仙台の企業から協働事例を紹介していただきます。協働・共創による課題

解決を身近にする機会としてご参加ください。詳細はnoteでお知らせします。  
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▲ noteのQRコード 

「せんだい・みやぎソーシャルハブ」 今年度の取り組みについて 

▲ FacebookのQRコード 



    3年ぶり6回目の開催となる「TAGAJO Future Labo

（以下TFL）」は、“何かしたいけれど何かが見つか

らない”“したいことはあるけれどなかなか行動に

移せない”というところから動き始めるきっかけ

を、ワークショップやエクスカーションを通して仲

間と一緒に見つける連続講座です。 

 7月16日の1回目は一般社団法人プレーワーカーズ

の廣川和紀さんをゲストに迎え「遊びは新しい出会

いをくれる」と題したスペシャルトークを行いまし

た。プレーワーカーとしての活動や学生時代から現

在に至るまでの活動歴、活動を始めるポイントなど

をお話しいただきました。会場には、連続講座参加

希望者の他に、これまでのTFL受講者、子ども分野の

活動に関心のある方、児童館や図書館職員など16人

が集まりました。交流タイムでは意気投合し連絡先

を交換し合う参加者の姿もみられ、まさに新しい出

会いの場になりました。 

 

  今年のTFLは、多賀城周辺をはじめ各地で活躍され

ている実践者や専門家など8人にサポーターとして協

力いただき、今回の受講者が一歩踏み出せるよう後

押しします。20代から70代までの受講者12人が参加

する連続講座が始まりました。どんな化学反応が起

こるのか、ご注目ください。    
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イベント開催報告 
●多賀城市市民活動サポートセンター  

   「TAGAJO Future  Labo」 7月16日 スペシャルトーク   

 

 

●仙台市市民活動サポートセンター 「地域メディア談話室」 が始まります 

仙台市市民活動サポートセンターは、「伝える」ことで自分たちの暮らす地

域をもっと良くしようとする人たちを応援すべく、これまでさまざまな講座や

ワークショップイベントを行ってきました。今年度は、地域の情報発信実践者

と、まちの魅力や課題を発信したい人たちの交流の場として「地域メディア談

話室」を開催します。毎回、地域の情報発信に取り組むゲストをお迎えし、参

加者と共にワークショップを通じて気軽におしゃべりしながら、情報発信に関

する知識・経験・悩みを共有します。 

初回となる7月29日のゲストは、連坊オモシロ案内人代表の千葉隆夫さん。

人知れず消えていく地域の伝承を、まち歩きを通じて伝えている千葉さんなら

ではのお話から、参加者が「自分ならどう伝えたいか？」と考えたり、情報発

信のヒントを得たりする時間になればと思います。 

「地域メディア談話室」、今後の予定は9月24日、11月25日の18時30分から

です。    

▲ グループで話し合っている当日の様子。 


